
令和７年度 学校評価について

　多くの保護者の皆様、学校評議員の皆様に学校評価アンケートにご協力いただきました。あり
がとうございました。各項目の達成状況について、アンケート結果とご質問やご要望への回答及
び改善点等について報告いたします。 

令和７年度　学校評価アンケート集計 回答率　児童： 92.9%　保護者・地域：67.9%
1、児童は楽しく学校生活を送っている。 2、児童は基本的な生活習慣が身に付いている。 3、児童は学年に応じた学力を身に付けている。

4、児童が主体的に学べるよう授業の工夫をしている。 5、児童への算数少人数指導が適切に行われている。 6、ICT活用によって児童の学習効果を高めている。

7、児童は他学年の児童との結びつきを深めている。 8、学校は児童の体力向上や健康の保持増進に取組んでいる。 9、学校は意欲的な読書活動の推進を行っている。

10、学校は児童に安全についての指導を十分に行っている。 11、学校は児童の声に耳を傾け、親身に受け止めている。 12、学校は安全で安心な給食を提供し、食への関心を高めている。

13、学校は児童の心の教育の充実に努めている。
14、学校は、配慮を要する児童への  支援や
　　 一人一人の特性に応じた  指導を行っている。 15、学校は細やかに情報発信をしている。

【全体として】  

　保護者の皆さまにご回答いただきました各項目において「十分当てはまる」「まあ当てはまる」と
いう肯定的な回答の割合が概ね80％を超えておりますが、5「算数少人数指導」、６「ICT器機の
活用」、11「教育相談」の３項目については子供たちと保護者の差が大きく見られます。算数では
3年生以上の学年で習熟度別学習を推進し、各学年の担任と算数少人数指導教員とで協力し授
業を行っております。指導の工夫や子供たちの学習への取組状況などは、楽しく学習に取り組ん
でいる様子を学校公開などでご覧いただけますと幸いです。14「特別支援教育」については、テト
ルやHP等で積極的に周知、アピールするとともに専門機関の力を借りながら、今後も充実させて
まいります。


